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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
燃焼器内の燃焼ダイナミックスを小さくするためのシステムであって、
  ａ．  前記燃焼器の少なくとも一部にわたって半径方向に延在するエンドキャップであ
って、下流側表面から軸方向に分離された上流側表面を備えるエンドキャップと、
  ｂ．  前記エンドキャップの前記上流側表面から前記下流側表面を貫通して延在する複
数の管束であって、個々の管束が前記エンドキャップを貫通する流体連通を提供する複数
の管束と、
  ｃ．  前記複数の管束の内の第１の管束の周囲の周りに延在する第１の分割器であって
、前記エンドキャップの少なくとも一部および前記下流側表面を貫通して軸方向に延在す
る内側及び外側シュラウドにより前記第１の管束が画定され、前記下流側表面を貫通して
軸方向に延在する第１の希釈剤通路を画定し、前記第１の希釈剤通路が、前記内側及び外
側シュラウドの間で画定さる第１の分割器と、
  ｄ．  前記第１の分割器と流体連通している希釈剤供給装置であって、前記第１の分割
器内の前記第１の希釈剤通路に希釈剤の流れを提供する希釈剤供給装置と、
　ｅ．　前記第１の分割器の半径方向外側に配置された第２の分割器と、
　を備え、
　前記第２の分割器が前記複数の管束を複数の管束のセクターに分割し、前記第２の分割
器が前記下流側表面を通って軸方向に延びる第２の希釈剤通路を有する、
システム。
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【請求項２】
燃焼器内の燃焼ダイナミックスを小さくするためのシステムであって、
  ａ．  前記燃焼器の少なくとも一部にわたって半径方向に延在するエンドキャップであ
って、下流側表面から軸方向に分離された上流側表面を備えるエンドキャップと、
  ｂ．  前記エンドキャップの前記上流側表面から前記下流側表面を貫通して延在する複
数の管束であって、個々の管束が前記エンドキャップを貫通する流体連通を提供する複数
の管束と、
  ｃ．  前記複数の管束の内の第１の管束の周囲の周りに延在する第１の希釈剤通路であ
って、前記エンドキャップの少なくとも一部および前記下流側表面を貫通して軸方向に延
在する内側及び外側シュラウドにより前記第１の希釈剤通路が画定される、前記第１の希
釈剤通路と、
  ｄ．  前記第１の希釈剤通路と流体連通している希釈剤供給装置であって、前記希釈剤
通路に希釈剤の流れを提供する希釈剤供給装置と、
　ｅ．　前記第１の希釈剤通路の半径方向外側に配置された第２の希釈剤通路と、
　を備え、
　前記第２の希釈剤通路が前記下流側表面を通って軸方向に延び、前記第２の希釈剤通路
が前記複数の管束を複数の管束のセクターに分割する、
システム。
【請求項３】
前記第２の分割器が、前記下流側表面を貫通して軸方向に延在する第２の希釈剤通路を画
定する、請求項１または２に記載のシステム。
【請求項４】
前記第１の希釈剤通路が、前記エンドキャップの前記下流側表面を通る前記希釈剤の流れ
のための流体連通を提供する複数の希釈剤ポートで終端する、請求項１乃至３のいずれか
に記載のシステム。
【請求項５】
前記第１の希釈剤通路が、前記下流側表面から下流側に延在している複数の希釈剤分配器
で終端する、請求項１乃至４のいずれかに記載のシステム。
【請求項６】
前記複数の希釈剤分配器の上に遮熱コーティングをさらに備える、請求項５記載のシステ
ム。
【請求項７】
個々の管束と流体連通している燃料供給装置をさらに備え、前記燃料供給装置が前記希釈
剤供給装置と実質的に同心である、請求項１乃至６のいずれかに記載のシステム。
【請求項８】
前記希釈剤が前記希釈剤通路に、水、蒸気、燃料添加剤、不活性ガスまたは不燃性ガスの
うちの少なくとも１つを提供する、請求項７記載のシステム。
【請求項９】
燃焼器内の燃焼ダイナミックスを小さくするための方法であって、
  ａ．  前記燃焼器の少なくとも一部にわたって半径方向に延在しているエンドキャップ
を貫通して軸方向に延在している複数の管束を通して燃料を流すステップと、
  ｂ．  前記複数の管束の内の第１の管束の第１の希釈剤通路を通して前記エンドキャッ
プから下流側の燃焼室に希釈剤を流入させるステップであって、前記第１の希釈剤通路が
第１の管束の周囲の周りに延在し、前記エンドキャップの少なくとも一部および前記下流
側表面を貫通して軸方向に延在する内側及び外側シュラウドにより前記第１の希釈剤通路
が画定される、前記ステップと、
  ｃ．  前記第１の管束と少なくとも１つの他の隣接する管束との間の前記燃焼室内に希
釈剤障壁を形成するステップと、
　ｄ．　第２の希釈剤通路を通して希釈剤を流入させるステップと、
　を備え、
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　前記第２の希釈剤通路が前記下流側表面を通って軸方向に延び、前記第２の希釈剤通路
が前記複数の管束を複数の管束のセクターに分割する、
方法。
【請求項１０】
第１の管束の周囲に前記希釈剤障壁を形成するステップをさらに含む、請求項９記載の方
法。
【請求項１１】
隣接する管束の個々の対の間に前記希釈剤障壁を形成するステップをさらに含む、請求項
９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
前記エンドキャップから下流側の前記燃焼室に前記希釈剤を噴射するステップをさらに含
む、請求項９乃至１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
前記燃焼器の少なくとも一部を介して、前記希釈剤と同心で前記燃料を流すステップをさ
らに含む、請求項９乃至１２のいずれかに記載の方法。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般に燃焼器内の燃焼ダイナミックスを小さくするためのシステムおよび方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　燃焼器は、燃料に点火して高温および高圧を有する燃焼ガスを生成するために産業およ
び発電事業で広く使用されている。例えばガスタービンには、通常、動力または推力を生
成するための１つまたは複数の燃焼器が含まれている。発電のために使用される典型的な
ガスタービンには、前方に軸流圧縮機が含まれており、中央部分の周囲に１つまたは複数
の燃焼器が含まれており、また、後方にタービンが含まれている。周囲の空気を圧縮機に
供給して圧縮機内の羽根および固定羽根を回転させることができ、それにより動作流体（
空気）に連続的に運動エネルギーが付与され、ひいては高度に活性化された状態の圧縮動
作流体が生成される。圧縮動作流体は、圧縮機から流出し、１つまたは複数のノズルを通
って個々の燃焼器内の燃焼室へ流れ、そこで燃料と混合されて点火され、それにより高温
および高圧を有する燃焼ガスが生成される。燃焼ガスはタービン内で膨張し、それにより
仕事が生成される。例えばタービン内の燃焼ガスの膨張により、電気を生成するために発
電機に接続されている軸を回転させることができる。
【０００３】
　様々な設計および動作パラメータによって燃焼器の設計および動作が影響される。例え
ば、一般的には燃焼ガスの温度が高いほど燃焼器の熱ダイナミックス効率が改善される。
しかしながら、より高い燃焼ガス温度は、燃焼火炎がノズルによって供給される燃料に向
かって移動し、場合によっては比較的短時間の間にノズルが著しく損傷する原因になる逆
火または火炎保持状態を促進することにもなる。さらに、より高い燃焼ガス温度は、一般
に二原子窒素の解離速度を速くし、そのために窒素酸化物（ＮＯx）の生成が増加する。
逆に、燃料流量が少ないこと、および／または部分負荷運転（ターンダウン）に関連する
より低い燃焼ガス温度は、一般に燃焼ガスの化学反応速度を遅くし、そのために一酸化炭
素および未燃炭化水素の生成が増加する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願第２０１０／００９５６７６号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特定の燃焼器設計では、エンドキャップを通って燃焼室に流入する動作流体および燃料
のための流体連通を提供するために、複数の予混合器管をエンドキャップ内に半径方向に
配置することができる。より高い動作温度を可能にし、その一方で逆火または火炎保持か
ら保護し、かつ、望ましくない放出を制御する点では有効であるが、燃料によっては、ま
た、運転条件によっては、燃焼器内の高い水素燃料組成との極めて高い周波数が生成され
る。高い周波数に関連する燃焼器内の振動の増加は、１つまたは複数の燃焼器構成要素の
有効寿命を短くすることがある。別法として、あるいは追加として、燃焼ダイナミックス
の高い周波数によって、燃焼火炎の安定性に影響を及ぼす圧力パルスが予混合器管および
／または燃焼室の内側に生成されることがあり、そのために逆火または火炎保持のための
設計マージンが小さくなり、および／または望ましくない放出が増加することがある。し
たがって燃焼器の熱ダイナミックス効率を改善し、破壊的損失から燃焼器を保護し、およ
び／または広範囲に及ぶ燃焼器の動作レベル全体にわたって望ましくない放出を低減する
ためには、燃焼器内の共振周波数を低くするシステムおよび方法が有用である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の態様および利点は、以下、後続する説明の中で示されており、もしくは場合に
よってはその説明から明らかになり、または本発明を実践することによって習得すること
ができる。
【０００７】
　本発明の一実施形態は、燃焼器内の燃焼ダイナミックスを小さくするためのシステムで
ある。システムには、燃焼器の少なくとも一部にわたって半径方向に延在しているエンド
キャップが含まれており、エンドキャップは、下流側表面から軸方向に分離された上流側
表面を備えている。複数の管束がエンドキャップの上流側表面から下流側表面を貫通して
延在しており、個々の管束は、エンドキャップを貫通する流体連通を提供している。第１
の管束の内側の第１の分割器は、下流側表面を軸方向に貫通して延在している第１の希釈
剤通路を画定している。第１の分割器と流体連通している希釈剤供給装置は、第１の分割
器内の第１の希釈剤通路に希釈剤の流れを提供する。
【０００８】
　本発明の他の実施形態は、燃焼器の少なくとも一部にわたって半径方向に延在している
エンドキャップを含んだ燃焼器内の燃焼ダイナミックスを小さくするためのシステムであ
り、エンドキャップは、下流側表面から軸方向に分離された上流側表面を備えている。複
数の管束がエンドキャップの上流側表面から下流側表面を貫通して延在しており、個々の
管束は、エンドキャップを貫通する流体連通を提供している。第１の管束の内側の第１の
希釈剤通路は、エンドキャップの少なくとも一部および下流側表面を貫通して軸方向に延
在している。第１の希釈剤通路と流体連通している希釈剤供給装置は、希釈剤通路に希釈
剤の流れを提供する。
【０００９】
　また、本発明は、燃焼器内の燃焼ダイナミックスを小さくするための方法を含むことも
可能である。この方法には、燃焼器の少なくとも一部にわたって半径方向に延在している
エンドキャップを貫通して軸方向に延在している複数の管束を通して燃料を流すステップ
が含まれている。また、この方法には、第１の管束の内側の第１の希釈剤通路を通してエ
ンドキャップから下流側の燃焼室に希釈剤を流入させるステップが含まれており、第１の
希釈剤通路は、エンドキャップの少なくとも一部を貫通して軸方向に延在しており、第１
の管束と少なくとも１つの他の隣接する管束との間の燃焼室内に希釈剤障壁を形成してい
る。
【００１０】
　当業者には、本明細書を検討することにより、このような実施形態および他の実施形態
の特徴および態様がより良好に理解されよう。
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【００１１】
　本発明の、当業者にとって本発明の最良のモードを含む、十分で、かつ、使用を可能に
する開示について、添付の図の参照を含む本明細書の以下の部分でより詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態による一例示的燃焼器の簡易横断面図である。
【図２】本発明の第１の実施形態による、図１に示されているエンドキャップの上流側軸
方向図である。
【図３】本発明の第２の実施形態による、図１に示されているエンドキャップの上流側軸
方向図である。
【図４】本発明の第３の実施形態による、図１に示されているエンドキャップの上流側軸
方向図である。
【図５】本発明の第４の実施形態による、図１に示されているエンドキャップの上流側軸
方向図である。
【図６】本発明の一実施形態による、図１に示されている管束の拡大横断面図である。
【図７】本発明の一代替実施形態による、図１および４に示されている燃焼器の一部の拡
大横断面図である。
【図８】図７に示されているエンドキャップの下流側軸方向図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本発明の実施形態を提供するために詳細に参照すると、本発明の１つまたは複数
の例が添付の図面に示されている。以下の詳細な説明には、図面の中の特徴を参照するた
めに数値および文字による指示が使用されている。図面および説明の中のよく似ている指
示または同様の指示は、本発明のよく似ている部品または同様の部品を参照するために使
用されている。本明細書において使用されている場合、「第１の」、「第２の」および「
第３の」という用語は、ある構成要素を他の構成要素から区別するために交換可能に使用
することができ、個々の構成要素の位置または重要性を意味することは意図されていない
。さらに、「上流側」および「下流側」という用語は、流体通路内の複数の構成要素の相
対位置を意味している。例えば流体が構成要素Ａから構成要素Ｂへ流れる場合、構成要素
Ａは構成要素Ｂから上流側である。逆に、構成要素Ｂが構成要素Ａから流体の流れを受け
取る場合、構成要素Ｂは構成要素Ａから下流側である。
【００１４】
　個々の例は、本発明を説明するために提供されたものであり、本発明を制限するもので
はない。実際、本発明の範囲または趣旨を逸脱することなく、本発明に修正および変更を
加えることができることは当業者には明らかであろう。例えば、一実施形態の一部として
示され、あるいは説明されている特徴は、他の実施形態に使用することによってさらに他
の実施形態をもたらすことができる。したがって本発明には、このような修正および変更
が添付の特許請求の範囲およびそれらの等価物の範囲の範疇として本発明に包含されるこ
とが意図されている。
【００１５】
　本発明の様々な実施形態には、燃焼器内の燃焼ダイナミックスを小さくするためのシス
テムおよび方法が含まれている。このシステムおよび方法には、通常、エンドキャップ内
に半径方向に配置された複数の管束が含まれている。これらの管束は、燃料と動作流体の
混合物をエンドキャップから下流側の燃焼室に供給する。１つまたは複数の管束の内側の
分割器は、隣接する管束間の火炎相互作用を減結合し、ひいては燃焼器内の燃焼ダイナミ
ックスを小さくするための希釈剤障壁を、隣接する管束の少なくとも１つの対の間に生成
している。本発明の例示的実施形態は、一般に、ガスタービンの中に組み込まれた燃焼器
の文脈で説明されているが、本発明の実施形態は任意の燃焼器に適用することができ、特
許請求の範囲に具体的に記載されていない限り、ガスタービン燃焼器に限定されないこと
は当業者には容易に理解されよう。
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【００１６】
　図１は、本発明の一実施形態による、ガスタービンに含まれることになる燃焼器などの
一例示的燃焼器１０の簡易断面図を示したものである。ケーシング１２およびエンドカバ
ー１４は、燃焼器１０を取り囲んで該燃焼器１０へ流れる動作流体１５を含むことができ
る。動作流体１５は、衝突スリーブ１８内のフローホール１６を通過し、移行片２０およ
びライナ２２の外側に沿って流れることができ、それにより移行片２０およびライナ２２
に対流冷却を提供することができる。動作流体１５がエンドカバー１４に到達すると、動
作流体１５は方向を反転し、複数の管束２４を通って燃焼室２６へ流入する。
【００１７】
　管束２４は、燃焼室２６から上流側のエンドキャップ２８内に、それぞれ異なる形状、
異なる数および異なるサイズで半径方向に配置されており、図２～５は、本発明の範囲内
における、上流側から見たエンドキャップ２８内の管束２４の例示的配置の図を提供して
いる。図２および３に示されているように、例えば管束２４は、エンドキャップ２８全体
にわたって、外部シュラウド３１によって囲まれた複数の予混合器管３０の円形のグルー
プで半径方向に配置することができ、そのうちの６つの管束２４が１つの管束２４を取り
囲んでいる。別法としては、図４および５に示されているように、複数の予混合器管３０
の一連のパイ形グループによって取り囲まれた、外部シュラウド３１によって取り囲まれ
た複数の予混合器管３０の円形のグループとして管束２４を配置することも可能である。
図４では、複数の予混合器管３０のパイ形グループは、交互に少なくとも部分的に外部シ
ュラウド３１によって囲まれている。当業者には、管束２４の形状、数およびサイズの複
数の可能な組合せが容易に理解され、また、本発明は、特許請求の範囲に具体的に記載さ
れていない限り、管束２４の何らかの特定の配置に限定されない。
【００１８】
　図２～５に示されている個々の例示的配置の場合、とりわけ燃料および／または動作流
体１５の流れが個々の管束２４の間で概ね等しい場合に、予混合器管３０および／または
管束２４を通る燃料および／または動作流体１５の流れによって、燃焼室２６内に望まし
くない燃焼ダイナミックスが生成されることがある。その結果、本発明の様々な実施形態
には、隣接する管束２４間の燃焼火炎相互作用を減結合し、ひいては燃焼器１０内の燃焼
ダイナミックスを小さくするための１つまたは複数の特徴が含まれている。これらの特徴
は、通常、１つまたは複数の管束２４の内側および／またはこれらの管束２４の間に配置
され、それにより隣接する管束２４の１つまたは複数の対の間に、これらの隣接する管束
２４を分離する構造障壁および／または流体バリアを画定する。このようにして、これら
の構造障壁および／または流体バリアによって、隣接する管束２４によって生成される燃
焼火炎間の相互作用が防止され、それにより燃焼室２６内の望ましくない燃焼ダイナミッ
クスが小さくなる。
【００１９】
　例えば図２～５に示されている特定の管束２４配置では、中央管束２４の内側または中
央管束２４の周囲の第１の分割器３２は、エンドキャップ２８内に半径方向に配置されて
いる他の管束から中央管束２４を分離する第１の希釈剤通路３４を画定することができる
。第１の希釈剤通路３４は、概ね、隣接する管束２４の間のエンドキャップ２８を通して
希釈剤を流すための流体連通を提供する１つまたは複数の希釈剤ポート３６で終端してい
る。このようにして、第１の分割器３２を通る希釈剤の流れは、中央管束２４と、エンド
キャップ２８内に半径方向に配置されている他の管束２４との間のあらゆる燃焼火炎相互
作用を十分に減結合することができる。別法として、あるいは追加として、エンドキャッ
プ２８内に半径方向に配置されている複数の管束２４のうちの１つまたは複数の管束２４
の内側、またはこれらの管束２４の間に追加分割器３８を配置することも可能であり、そ
れによりエンドキャップ２８内に半径方向に配置されている１つまたは複数の管束２４の
間に追加希釈剤通路４０および希釈剤ポート３６を画定することができる。例えば図２お
よび４に示されている特定の実施形態では、エンドキャップ２８内に半径方向に配置され
ている交互管束２４の内側の追加分割器３８は、任意の２つの隣接する管束２４の間に少
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なくとも１つの分割器３２、３８および希釈剤通路３４、４０を提供している。別法とし
ては、図３および５に示されている特定の実施形態に示されているように、エンドキャッ
プ２８内に半径方向に配置されている複数の管束２４のうちの１つまたは複数の管束２４
の間に追加分割器３８を配置することも可能であり、それにより同じく任意の２つの隣接
する管束２４の間に少なくとも１つの分割器３２、３８および希釈剤通路３４、４０を提
供することができる。
【００２０】
　図６は、本発明の第１の実施形態による、図１および図２～５の中央に示されている管
束２４と同じような一例示的管束２４の拡大横断面図を示したものである。図に示されて
いるように、管束２４には、通常、下流側表面４４から軸方向に分離された上流側表面４
２が含まれている。個々の予混合器管３０は、上流側表面４２の近傍に管入口４６を含み
、下流側表面４４を貫通して延在しており、動作流体１５が管束２４を通って燃焼室２６
に流入するための流体連通を提供している。円筒管として示されているが、予混合器管３
０の断面は、任意の幾何形状にすることができ、本発明は、特許請求の範囲に具体的に記
載されていない限り、何らかの特定の断面に限定されない。内部シュラウド４８は、管束
２４の少なくとも一部を円周方向に取り囲み、それにより上流側表面４２と下流側表面４
４の間に部分的に燃料プレナム５０および希釈剤プレナム５２を画定している。上流側表
面４２と下流側表面４４の間に、燃料プレナム５０を希釈剤プレナム５２から軸方向に分
離するための概ね水平方向の障壁５４を半径方向に延在させることができる。このように
して、上流側表面４２、内部シュラウド４８および障壁５４は、予混合器管３０の上流側
部分の周囲の燃料プレナム５０を囲むか、あるいは画定し、また、下流側表面４４、内部
シュラウド４８および障壁５４は、予混合器管３０の下流側部分の周囲の希釈剤プレナム
５２を囲むか、あるいは画定している。
【００２１】
　燃料供給装置５６および希釈剤供給装置５８は、エンドカバー１４を貫通して、また、
上流側表面４２を貫通して延在することができ、それにより燃料および希釈剤がエンドカ
バー１４を通って個々の管束２４内の対応するそれぞれの燃料プレナムまたは希釈剤プレ
ナム５０、５２へ流れるための流体連通を提供することができる。管束２４に供給される
燃料は、燃焼に適した任意の液体燃料またはガス燃料を含むことができ、また、管束２４
に供給される可能希釈剤は、水、蒸気、燃料添加剤、窒素などの様々な不活性ガス、およ
び／または二酸化炭素または燃焼排気ガスなどの様々な不燃性ガスを含むことができる。
図６に示されている特定の実施形態では、燃料供給装置５６は、希釈剤供給装置５８と実
質的に同心であるが、本発明は、特許請求の範囲に具体的に記載されていない限り、それ
には限定されない。
【００２２】
　複数の予混合器管３０のうちの１つまたは複数は、燃料プレナム５０から１つまたは複
数の予混合器管３０へ流体連通を提供する燃料ポート６０を含むことができる。燃料ポー
ト６０は、噴射のための角度を半径方向、軸方向および／または方位に対して付けること
ができ、および／または燃料ポート６０を通って予混合器管３０に流入する燃料に渦を付
与することができる。このようにして、動作流体１５は、管入口４６を通って予混合器管
３０に流入することができ、また、燃料プレナム５０からの燃料は、燃料ポート６０を通
って予混合器管３０に流入し、そこで動作流体１５と混合される。燃料－動作流体混合物
は、次に、予混合器管３０を通って燃焼室２６に流入することができる。
【００２３】
　希釈剤は、希釈剤プレナム５２内の予混合器管３０の周囲の希釈剤供給装置５８から流
れることができ、それにより予混合器管３０に対流冷却を提供することができ、および／
または下流側表面４４に衝突冷却を提供することができる。希釈剤は、次に、分割器３２
内の希釈剤ポート６２を通って希釈剤通路３４に流入することができる。希釈剤は、次に
、希釈剤通路内の希釈剤ポート３６を通って燃焼室２６に流入することができる。このよ
うにして、希釈剤は、隣接する管束２４の燃焼火炎を分離するための流体バリアをこれら
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の隣接する管束２４間に形成することができ、それにより隣接する管束２４の燃焼火炎間
のあらゆる相互作用を小さくし、あるいは防止することができる。
【００２４】
　図７は、本発明の一代替実施形態による、図１および４に示されている燃焼器１０の一
部の拡大横断面図を示したものであり、また、図８は、図７に示されているエンドキャッ
プ２８の下流側軸方向図を示したものである。図に示されているように、エンドキャップ
２８は、燃焼器１０の少なくとも一部にわたって概ね半径方向に延在しており、図６に示
されている管束２４に関連して上で説明した上流側表面４２および下流側表面４４が含ま
れている。図７に示されているように、１つまたは複数の管束２４が上流側表面４２から
下流側表面４４を貫通して延在しており、それにより燃料および／または動作流体１５が
エンドキャップ２８を通るための流体連通を提供している。図７および８に追加として示
されているように、燃料供給装置５６が管束２４と流体連通しており、また、希釈剤供給
装置５８が分割器３２、３８によって決められた希釈剤通路３４、４０と流体連通してい
る。希釈剤通路３４、４０は、エンドキャップ２８の少なくとも一部を貫通し、また、下
流側表面４４を貫通して軸方向に延在しており、それにより隣接する管束２４の１つまた
は複数の対を分離している。この方法によれば、希釈剤供給装置５８は、隣接する管束２
４間の燃焼室２６に希釈剤通路３４、４０を介して希釈剤を供給することができる。
【００２５】
　図７に示されている特定の実施形態では、希釈剤通路３４、４０のうちの１つまたは複
数は、複数の希釈剤分配器６４で終端している。希釈剤分配器６４は、希釈剤通路３４、
４０の内側に存在させることができ、あるいは図７に示されているように下流側表面４４
から下流側に延在させることができる。希釈剤分配器６４は、隣接する管束２４間に物理
障壁を提供しており、また、隣接する管束２４間の燃焼室２６に希釈剤を噴射する複数の
希釈剤噴射器６６を含むことができる。希釈剤分配器６４を通って流れる希釈剤は、希釈
剤分配器６４に対流冷却および／または境膜冷却を提供する。別法として、あるいは追加
として、希釈剤分配器６４の下流側表面の遮熱コーティング６８は、燃焼火炎に関連する
過剰の熱負荷および／または酸化から希釈剤分配器６４を保護することも可能である。特
定の実施形態では、遮熱コーティング６８は、少なくとも金属結合コーティング、熱生成
酸化物、および／またはセラミックトップコーティングを含んだ複数の層を含むことがで
きるが、本発明は、特許請求の範囲に具体的に記載されていない限り、遮熱コーティング
６８の特定の組成および構造に限定されない。
【００２６】
　図１～８に関連して説明し、かつ、図に示した様々な実施形態は、燃焼器１０内の燃焼
ダイナミックスを小さくするための方法を提供することも可能である。この方法は、燃焼
器１０の少なくとも一部にわたって半径方向に延在しているエンドキャップ２８を貫通し
て軸方向に延在している１つまたは複数の管束２４を通して燃料を流すステップを含むこ
とができる。この方法は、さらに、１つまたは複数の管束２４の内側および／またはこれ
らの管束２４の間の１つまたは複数の希釈剤通路３４、４０を通して、エンドキャップ２
８から下流側の燃焼室２６に希釈剤を流すステップを含むことができ、希釈剤通路３４、
４０は、少なくとも１対の隣接する管束２４を分離し、エンドキャップ２８の少なくとも
一部を通って軸方向に延在している。このようにして、この方法は、隣接する管束２４の
間の燃焼室２６内に希釈剤障壁を形成することができる。
【００２７】
　特定の実施形態では、この方法は、１つまたは複数の管束２４の周囲全体および／また
は隣接する管束２４の個々の対の間に希釈剤障壁を形成することができる。さらに他の実
施形態では、この方法は、エンドキャップ２８から下流側の燃焼室２６に希釈剤を噴射す
ることができ、および／または燃焼器１０の少なくとも一部を介して、希釈剤と同心で燃
料を流すことができる。
【００２８】
　本明細書において説明されているシステムおよび方法によれば、既存のノズルおよび燃
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分割器３２および／または希釈剤通路３４によって生成される希釈剤障壁は、隣接する管
束２４間の火炎相互作用を減結合し、したがって燃焼器１０内の燃焼ダイナミックスを小
さくする。燃焼器１０内の燃焼ダイナミックスが小さくなるため、様々な燃焼器１０の構
成要素の有効寿命および／または保守間隔を短くすることなく、広範囲の燃料にわたって
燃焼器１０の動作能力を向上させることができる。別法として、あるいは追加として、燃
焼ダイナミックスが小さくなるため、逆火または火炎保持に対する設計マージンを維持し
、あるいは大きくすることも可能であり、および／または広範囲に及ぶ燃焼器１０の動作
レベルにわたって望ましくない放出を少なくすることも可能である。
【００２９】
　本成文説明には、最良のモードを含む、本発明を開示するための例が使用されており、
また、任意のデバイスまたはシステムの構築および使用、ならびに組み込まれている任意
の方法の実施を含む、すべての当業者による本発明の実践を可能にするための例が使用さ
れている。本発明の特許可能な範囲は、特許請求の範囲によって定義されており、当業者
に思い浮ぶ他の例を含むことができる。このような他の例には、それらが特許請求の範囲
の文言と異ならない構造要素を含んでいる場合であっても、あるいはそれらが特許請求の
範囲の文言とは実質的に異ならない等価構造要素を含んでいる場合であっても、特許請求
の範囲に包含されることが意図されている。
【符号の説明】
【００３０】
　２４　管束
　２６　燃焼室
　２８　エンドキャップ
　３２　第１の分割器
　３４　希釈剤通路
　３６、６２　希釈剤ポート
　３８　追加分割器
　４０　追加希釈剤通路
　４４　下流側表面
　６４　希釈剤分配器
　６６　希釈剤噴射器
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